











昭 和 舗 年 3 月
昭 和 舗 年 4 月
昭 和 認 年 3 月
昭 和 3 8 年 4 月
昭 和 4 1 年 3 月




昭 和 Ⅱ 年 9 月 7 日
宮 城 県
東 北 大 学 大 学 院 恬 報 科 学 研 究 科
職
東 北 大 学 文 学 部 哲 学 科 ( 心 理 学 専 攻 ) 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 心 理 学 専 攻 ) 修 士 課 程 入 学
同 修 了 ( 文 学 修 士 )
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 心 理 学 専 攻 ) 博 士 課 程 進 学
同 単 位 取 得 満 期 退 学
振 教 授 略 歴
歴
昭 和 4 1 年 4 月
昭 和 4 2 年 4 月
昭 和 " 年 5 月
昭 和 4 6 年 3 月
昭 和 泣 年 4 月
昭 和 印 年 4 月
昭 和 印 年 4 月
昭 和 6 3 年 3 月
東 北 大 学 文 学 部 助 手 に 採 用
新 潟 大 学 教 育 学 部 助 手 に 転 任 ( 教 育 心 理 学 )
同 講 師 に 昇 任
同 助 教 授 に 昇 任
東 北 大 学 教 養 部 助 數 授 に 配 置 換 え ( 心 理 学 )
同 教 授 に 昇 任
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 併 任 ( 昭 和 6 ] 年 3 月 ま で , 心 理 学 特 講 )
在 外 研 究 員 と し て 心 理 学 に 関 す る 研 究 の た め 米 国 , カ ナ ダ , オ ー ス
に 出 張 ( 昭 和 6 3 年 8 月 ま で )
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 併 任 ( 平 成 3 年 3 月 ま で , 心 理 学 特 講 )
東 北 大 学 評 議 員 に 併 任 ( 平 成 6 年 3 月 立 で )
東 北 大 学 大 学 院 佶 報 科 学 研 究 科 に 配 置 換 え ( 学 習 心 理 情 報 学 )
東 北 大 学 評 議 員 に 併 任 ( 平 成 1 0 年 3 月 ま で )
東 北 大 学 大 学 院 情 報 科 学 研 究 科 長 ( 東 北 大 学 評 議 員 ) に 併 任
平 成 2 年 4 月
平 成 3 年 4 月
平 成 5 年 4 月
平 成 9 年 4 月
平 成 1 0 年 4 月



















1. studies on sensory Deprivation:11, patt l,1ntroductory remarks and results
Of poligraphic records. Tohoku psych010gica Folia,22,3-4.57-63 (1964)
長塚康弘,国分振
2. studies on sensory Deprivation:1Π, part 6, on the results of p0Ⅱgraphic
records. Tohoku psych010gica Folia,23,3-4.72-74.(1965)
佐藤功,国分振
3. studies on sensory Deprivation:1Π, part 7, on the results of behavior
Observation and introspective repoTts. Tohoku psych010gica Folia,23,3-4
75-78.(1965)
国分振,大山正博
4. studies on sensory Deprivation :1V, part 2, Electroencephalographic changes
before, during and a丘er 18 hours' sensory deprivation. Tohoku psych010gica
Folia,24,1-2.4-9 (1965)
大山正博,国分振,小林久
Studies on sensory Deprivation:1V, part 4, E丘ed of sensory deprivatlon on5





フ. studies on sensory DepTivation:V, part 4, E丘ect of sensory deprivation on








28 ・  s t u d i e s  o n  s e n s o r y  D e p r i v a t i o n : V I ,  p a T t  2 ,  E 丘 e c t  o {  s e n s o r y  d e p r i v a t i o n  o n
m e m o r y  p r o c e s s .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 2 6 , 1 - 2 . 1 1 - 1 6  ( 1 9 6 7 )
国 分 振 , 菊 池 礼 司 , 村 井 則 子
9 . 知 覚 遮 断 と 記 憶 過 程 新 潟 大 学 教 育 学 部 紀 要 , 9 , 1 , 1 6 4 - 1 7 2  a 9 6 7 )
国 分 振
1 0 .  B i l a t e r a l  r e m i n i s c e n c e  i n  p u r s u i t r o t o r  l e a r n i n g .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a ,
2 7 , 3 - 4 . 1 1 3 - 1 2 1  ( 1 9 6 9 )
国 分 振 , 飯 塚 彰 子
1 1 .  T h e  s u b j e c t i v e  o r g a n i z a t i o n  i n  f r e e  r e c a l ]  1 e a r n i n g  b y  s c h o o ]  c h i l d r e n .  T o h o k u
P s y c h 0 1 0 g i c a  F 0 1 ね , 3 2 , 1 - 4 . 1 2 - 1 6  ( 1 9 7 3 )
国 分 振
] 2 . 記 憶 と 知 能 ・ 性 格 教 育 と 医 学 , 2 3 , 3 , 3 5 - 4 1  ( ] 9 7 5 )
国 分 振
] 3 .  s u b j u c t i v e  o r g a n i z a t i o n  i n  f r e e  r e c a 1 1  0 {  s e n t e n c e s  p r e s e n t e d  i n  c o n t e x t 、
d i s o r g a n i z e d  o r d e r .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 3 5 , 1 - 4 . 1 2 - 1 6  ( 1 9 7 6 )
国 分 振
1 4 ・ 文 記 憶 に お よ ぽ す 文 脈 の 効 果 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 2 9 , 2 2 - 3 5  a 9 7 9 )
国 分 振
1 5 . ] 9 7 9 年 宮 城 県 沖 地 震 に お け る 都 市 機 能 停 止 と 市 民 生 活 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 3 1 ,
3 0 - 5 1  ( 1 9 7 9 )
国 分 振 , 平 野 厚 生
1 6 . 「 7 8 年 宮 城 県 沖 地 震 に お け る 住 民 等 の 対 応 お よ び 被 害 の 調 査 研 究 」 ( 第 4 章 住 民
の 災 害 観 1  災 害 観 , 3 8 頁 一 4 2 頁 を 執 筆 ) 東 北 大 学 ' 7 8 年 宮 城 県 沖 地 震 災 害 調 査
研 究 会  a 9 8 0 )
大 内 秀 明 , 対 馬 貞 夫 , 国 分 振 外 2 0 名
リ ー の 理 解 過 程 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 3 7 , 1 - 1 5 ( 1 9 8 2 )
1 7 . ス ク ラ ソ ブ ノ レ ド . ス ト
国 分 振
1 8 . ス ク ラ ソ ブ ノ レ ド . ス ト
- 1 8 2  a 9 8 3 )
国 分 振
1 9 . 知 覚 遮 断 と 記 憶 過 程 再 考 東 北 大 学 教 養 部 紀 要 , 4 1 , 7 9 - 9 5  a 9 8 4 )
国 分 振
2 0 .  T h e  e 丘 e c t  o f  c a u s a l  c o h e r e n c e  o n  c o m p r e h e n s i o n .  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a
F o l i a , 4 5 , 1 - 4 . 1 2 4 - 1 3 1  ( 1 9 8 6 )
本 郷 一 夫 , 国 分 振 , 進 藤 聡 彦 , 山 田 嘉 明




























1.想起におよぼす Relaxation の効果東北心理学会第14回大会 a96の











あ る 精 神 賦 活 剤 の 効 果 に つ い て 東 北 心 理 学 会 第 1 8 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第
1 4 号 , 4  a 9 6 5 )
大 久 保 幸 良 隣 念 か と 連 名
S e 船 o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( V ) ( 5 ) 求 り グ ラ フ 的 所 見 お よ び ( 田 行 動
観 察 所 見 日 本 心 理 学 会 第 2 8 回 大 会 発 表 論 文 集 , Ⅱ 2 一 Ⅱ 3 ( 1 9 6 4 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
刺 激 遮 断 剤  S e m y 1  の 効 果 の 研 究 そ の 1 . 戸 ー ル シ 十 ツ ハ テ ス ト と 脳 波 を 中 心
と し て 日 本 心 理 学 会 第 2 8 回 大 会 発 表 論 文 集 , 1 0 7  ( 1 9 6 4 )
大 山 正 博 ほ か と 連 名
S e n s o r y  D 即 r i v a t i o n  と 脳 波 第 1 9 回 東 北 精 神 神 経 学 会 総 会  a 9 6 4 )
奥 山 茂 ほ か と 連 名
I m m e d ね t e  m e m o r y  の 研 究 ( 1 ) 記 憶 素 材 の 体 制 化 と 想 起 成 績 に つ V て 第 ] 9
回 東 北 精 神 神 経 学 会 総 会 ( 1 9 6 心 大 久 保 幸 郎 と 連 名
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅵ ) ( 1 ) 記 憶 テ ス ト の 結 果 に つ い て お よ び
( 8 明 畄 波 分 析 の 結 果 日 本 心 理 学 会 第 2 9 回 大 会 発 表 論 文 集 , 2 1 6 , 2 2 1  a 9 6 5 )
消 費 者 心 理 に つ い て の 基 礎 的 研 究 東 北 心 理 学 会 第 1 9 回 大 会 ( 1 9 6 5 )
加 藤 孝 義 と 連 名
マ ス ・ コ ミ ュ ニ ュ ケ ー シ , ソ に 関 ・ 手 る 基 礎 的 研 究 東 北 心 理 学 会 第 1 9 回 大 会
a 9 6 5 )
泉 山 中 三 ほ か と 連 名
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅶ ) ( 2 ) 学 習 系 検 査 の 結 果 日 本 心 理 学 会
第 3 0 回 大 会 発 表 論 文 集 , 2 1 0  a 9 6 6 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
I m m e d i a t e  m e m o r y  の 研 究 ( Ⅱ ) 記 憶 素 材 の 体 制 化 と 想 起 成 績 に つ い て 東 北
心 理 学 会 第 2 0 回 大 会  a 9 6 6 )
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅷ ) ( 2 ) 記 憶 系 検 査 の 結 果 日 本 心 理 学 会
第 3 1 回 大 会 発 表 論 文 集 , 8 8  a 9 6 7 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  が 学 習 ・ 記 憶 に 及 ぼ す 影 響 に つ V て 東 北 心 理 学 会 第 2 1 回
大 会  a 9 6 7 )
S e n s o r y  D e p r i v a t i o n  の 実 験 的 研 究 ( Ⅸ ) ( イ ) 方 法 ・  E E G  の 結 果 日 本 心 理 学
会 第 3 2 回 大 会 発 表 論 文 集 , 4 6  a 9 6 8 )
北 村 晴 朗 ほ か と 連 名
記 憶 の 体 制 化 に つ い て ー そ の a ) 一 東 北 心 理 学 会 第 2 回 大 会 ( 1 9 6 8 ) , 東 北 心





























Contextual organization in 丘ee reca11 0t disorganized sentences.22nd



































あ る  6 コ マ 漫 画 の 理 解 過 程 日 本 心 理 学 会 第 5 3 回 大 会 発 表 論 文 集 , 8 4 1  a 9 8 9 )
松 野 隆 則 と 連 名
誤 解 の 心 理 a )
ユ ニ ケ ー シ , ソ に お け る 歪 み の 原 因 に つ い て 東 北 心
コ
理 学 会 4 3 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 3 9 号 , 3 - 4  ( 1 9 8 9 )
あ る 6 コ マ 漫 画 の 理 解 過 程 ( 2 ) 本 心 理 学 会 第 5 4 回 大 会 発 表 論 文 集 , 7 0 o  a 9 9 の
松 野 隆 則 と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 2 ) 一 文 学 に あ ら わ れ た 誤 解 東 北 心 理 学 会 U 回 大 会 , 東 北 心 理
学 研 究 , 第 如 号 , 8 1 - 8 2  a 9 9 の
文 理 解 に 及 ぼ す 因 果 的 結 束 性 の 効 果 ( 2 ) 一 眼 球 運 動 デ ー タ を 指 標 に し て ー
東 北 心 理 学 会 U 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 如 号 , 8 2 - 8 3  a 9 9 の
沼 山 博 ほ か と 連 名
文 理 解 に 及 ぼ す 因 果 的 結 束 性 の 効 果 ( 3 ) 一 眼 球 運 動 デ ー タ を 指 標 に し て ー
北 海 道 心 理 学 会 ・ 東 北 心 理 学 会 第 7 回 合 同 大 会 ( 東 北 心 理 学 会 第 4 5 回 大 会 ) , 東
北 心 理 学 研 究 , 第 4 1 号 , 3 5 - 3 6 , ( 1 9 9 D
沼 山 博 と 連 名
文 章 理 解 に お け る 統 合 過 程 日 本 心 理 学 会 第 5 5 回 大 会 発 表 論 文 集 ,  S 4 7  a 9 9 D
文 理 解 に 及 ぽ す 因 果 的 結 束 性 の 効 果 ( 4 ) 日 本 心 理 学 会 第 5 6 回 大 会 発 表 論 文 集 ,
8 7 8  ( 1 9 9 2 )
沼 山 博 と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 3 ) 東 北 心 理 学 会 第 4 7 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 4 3 号 , 6 2  a 9 9 3 )
文 書 コ ミ ュ ニ ケ ー シ " ソ に お け る 誤 解 の 類 型 日 本 心 理 学 会 第 認 回 大 会 発 表 論 文
集 , 8 9 5  a 9 9 4 )
誤 解 の 心 理 ( 4 ) 東 北 心 理 学 会 第 4 8 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 , 第 4 号 , 2 8  a 9 9 4 )
金 塚 雅 己 と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 5 ) 一 誤 解 解 消 困 難 の 一 事 例 一 東 北 心 理 学 会 第 四 回 大 会 , 東 北
心 理 学 研 究 , 第 4 5 号 , 2 1  a 9 9 5 )
多 田 美 香 理 ほ か と 連 名
誤 解 の 心 理 ( 6 ) 一 連 想 イ メ ー ジ と 誤 解 東 北 心 理 学 会 第 四 回 大 会 , 東 北 心 理
学 研 究 , 第 4 5 号  a 9 9 5 )
大 原 貴 弘 ほ か と 連 名
誤 解 解 消 過 程 の 事 例 分 析 日 本 心 理 学 会 第 5 9 回 大 会 発 表 論 文 集 , 8 8 0 ( 1 船 5 )
誤 解 の 心 理 ( フ ) 一 対 面 の 効 果 一 東 北 心 理 学 会 第 5 0 回 大 会 , 東 北 心 理 学 研 究 ,
第 4 6 号 , 2 1  a 的 6 )
大 原 貴 弘 ほ か と 連 名
3 8
3 9
4 0
4 ]
4 2
5 1
4 5
4 6
4 7
朝
4 9
5 0
、 、 、
? ??
52誤解の構造日本心理学会第60回大会発表論文集,13 a996)
説明コミュニケーシ,ソ場面での誤解日本心理学会第61回大会発表論文集,
861 a997)
大原貴弘ほかと連名
知的対処能力の獲得につして東北心理学会第51回大会,東北心理学研究第47号,
74 a997)
加藤健二と連名
問題解決の転移の訓練一類推的転移に船よぼす抽象化訓練の効果一日本心理
学会第62回大会発表論文集,諦8 a998)
加藤健二ほかと連名
誤解の心理(8)一説明の聞き方と誤解一東北心理学会第53回大会,(1999)
大原貴弘厭かと連名
(その 1)類推的転移におよぼすマ,ヒ゜ソ問題解決の転移の訓練(第2報告)
ソタビュー手法によるケーススタデ→グ訓練の効果一およびー(その2)イ
648-649 (1999)日本心理学会第63回大会発表論文集,
加藤健二ほかと連名
53
54
7
bD
56
57
